
　「国際メガネ展IOFT」を主催
するRX Japan㈱（旧：リードエグ
ジビションジャパン）は、2012年
から毎年、IOFTと同時期にメガ
ネの仕入れ会「SITE」を開く、ST.
グローバルVピクチャーズ㈱に対
し、「IOFTと同時期の開催は来場
者・出展社に対し大きな混乱を招
くため、そのような開催はやめてほ
しい」と申し入れを続けてきたが、
応じて貰えずにいる。
　このことに対し、多くのIOFT出
展社から「なぜ来場者が分散して
しまう同時期開催を許すのか。少
なくとも別会期に開催すべきでは
ないか」。また全国の多数の眼鏡
店から「この厳しい状況を乗り越
えるために眼鏡業界は一致団結
すべき時なのに、その象徴である
展示会が分散されているのは、業
界発展に支障をきたすのではな
いか」という苦情が寄せられてき
た。
　今年も要望には応じて貰えず、
「SITE主催事務局」はIOFTと同
時期での開催を発表。IOFT主催
者は業界全体にとって大きな問
題であると考えているのと同時
に、「コロナ禍で業界が一致団結しな
ければならない今こそ、何とか解決す
べきだ」という声が例年以上に多数届
いていることを受け、改めて眼鏡関係
者全体に周知する責務があると今回の
発表に至っている。

　IOFT主催者であるRX Japan
㈱と福井県眼鏡協会、および
IOFT協力団体の全日本眼
鏡工業連合会、日本眼鏡販
売店連合会が連名にて、
「IOFTと同時期のSITE開催
を中止いただく要望書」を7
月7日付で、「SITE主催事務
局」宛に正式に提出した。な
お、SITEの正式な主催者名
は発表されていない。
　「要望書」提出の理由は大
きく2つ。1つ目は、「IOFTの
出展料金を使って誘致した
バイヤーを、自分たちは負担
しないで『SITE』に呼び込む
行為であり、IOFT出展社の
利益を損なうから」。IOFTに
は、毎年国内外より小売店を
はじめ1万名の有力バイヤー
が来場。それは、出展社が支
払っている出展料金の多く
の部分を、来場者を誘致す
る活動に使っているからだ。
例えば、国内外のバイヤー
への20万通にものぼる招待
券配布、国内外への1万件を
超える電話がけ、国内外100

件にのぼる小売店直接訪問など、これ
らの膨大な活動が出展料金によって賄
われていることを考えると、自らはそれ
らの経費を負担せずに、全国から来場
するバイヤーを『SITE』に呼び込む行
為は、IOFT出展社の利益を大きく損

なう行為であ
ると言える。出
展企業が上記
に対して強い
憤りを感じて
いることも理
解したい。

　2つ目は、「IOFTを消滅させる可能
性があり、眼鏡業界の利益を大きく損

なう恐れがあるから」。仮に多く
の出展社がIOFT開催期間中に
「SITE」に出展、または各社一斉
に個展を開催したとすれば、
IOFTに出展する企業がいなくな
り、最終的にIOFTそのものが消
滅する恐れがある。すなわち
「SITE」を開催することは、IOFT
のもつ巨大な集客力を利用しな
がら、一方ではIOFTを消滅させ
かねない行為であり、「元も子も
なくする行為」、すなわち「誰もが
損をする行為」と言える。かつて、
長年に渡ってラスベガスで開催
されていた世界最大のIT展示会
「COMDEX」は、2000年頃か
ら、一部の出展社が周辺のホテ
ルで今回のような個展を開催。そ
の後次から次へと個展を開催す
る企業が続出し、その結果
「COMDEX」本体に出展する企
業がいなくなり、3年後には
「COMDEX」が消滅。IOFTが同
じ状況になれば、33年の歳月を
かけて作り上げたIOFTという業
界の貴重な財産を消滅させる可

能性がある。
　そして最後に、IOFT主催者は、「展
示会を開催する自由は誰にもある。し
かしそれは業界の多くが納得する形で
行われるべきと考える。多くの眼鏡業
界の方々の要望を叶えるためにも
IOFTと同時期のSITE開催をやめ、別
会期で開催いただくようお願いする」と
同時に、この問題を前向きに解決する
ことで、業界の貴重な財産であるIOFT
を、今後も10年20年と継続して開催
し、眼鏡業界の発展に貢献したいとの
強い決意を表明している。

　「ティファニー」は、米
音楽界のパワーカップル
として知られるビヨンセ
（BEYONCÉ）とジェイ・Z
（JAY-Z）を起用した、現代
の愛を称える新ブランド
キャンペーン「ABOUT 
LOVE（アバウトラブ）」を
発表。ブランドの新たなク
リエイティブディレクション
のもと制作された同キャン
ペーンは、カーターズと
ティファニーがビジョンを
共有することにより実現した特別なコ
ラボレーションとなっている。
　ビヨンセとジェイ・Zが二人そろって
キャンペーンに起用されたのは今回が
初めてだが、「ABOUT LOVE」は、人
の繋がりと儚さを追求している。ジャン
=ミシェル・バスキアの作品「Equals -
Pi（1982年）*」を背景に、アイコニック
な「ティファニーダイヤモンド」に照らさ
れて、カーターズのラブストーリーが展
開される。
　今回のキャンペーンは、ティファニー
が所有するアート作品を初めて公の場
で発表するもので、ニューヨークのクリ
エイターたちとのコラボレーションとい
う長年続けてきたティファニーの伝統
を引き継いでいる。新たなブランドアイ
デンティティを掲げ、時を超えた愛の美
しさとその多様な側面を表現すると同
時に、現代の愛のあり方について新た
なビジョンを提示する。
　ティファニー史上初めてブランドキャ
ンペーンで着用される「ティファニーダ
イヤモンド」は、総重量128.54カラット、
ファセット数は82面を誇る。ビヨンセが

着用しているこのイエローダイ
ヤモンドは、19世紀に発見され
たジェムストーンの中で最も希
少性の高い宝石のひとつとされ
ている。1877年に南アフリカの

キンバリーダイヤモンド鉱山で
発見されたこのダイヤモンドの
原石を、その翌年に創業者
チャールズ・ルイス・ティファ
ニーが購入したことで、ダイヤモ
ンドの権威としてのブランドの
名声が確固たるものとなった。
また「ABOUT LOVE」には、

ジャン・シュランバージェやティファニー
Tコレクションなど、ブランドのアイコン
ジュエリーが随所に散りばめられてい
る。たとえば、ジェイ・Zが着用しているカ
フリンクスは、ジャン・シュランバージェに
よる名作「バードオンア ロック」ブロー
チを再構築しデザインされた唯一無二
のクリエイション。ジャン・シュランバー
ジェは、1960～70年代にかけて上流階
級に人気を博したジュエリーデザイナー
として知られていた。だからこそ、ジャン・
シュランバージェのユニークなデザイン
が、偉大なるこの二人に受け継がれて
いるのは自然なことなのだ。
　また、著名な映画監督であるエマニュ
エル・アジェイ（Emmanuel Adjei）によ
り、往年の名曲「ムーン・リバー」をテー
マソングとする映像作品も制作された。
1961年に公開
された映画「ティ
ファニーで朝食
を」の主題歌とし
て広く知られる
この名曲をビヨ
ンセがアレンジ

を加えて歌い、その様子をジェイ・Zが
スーパー8カメラで撮影している。
　二人が撮影の舞台として選んだの
は、ロサンゼルスのオルム・ハウスと呼
ばれる邸宅。この作品には、ノスタル

ジックな映像と映画の
ような夢のある画像が
織り交ぜられている。バ
スキアによる「Equal -
s Pi」も、ストーリーの中
でティファニーブルー
を彷彿とさせる作品とし
て再び登場する。同キャ
ンペーンのブリント版
は、メイソン・プール

（Mason Poole）が撮影、ジューン・ア
ンブローズ（June Ambrose）とマー
ニ・セノフォンテ（Marni Senofonte）
がスタイリングを担当した。

　同キャンペーンは、ティファニーが続
ける社会的マイノリティへの支援の一
環でもある。カーターズとパートナー
シップを組み、ティファニーはHistori-
cally Black Colleges and Univer-
sities（HBCU）の奨学金およびイン
ターンシッププログラムに200万米ド
ルの支援を約束する。詳細に関しては、
今後発表を予定する。さらに2021年
末には、著名な映像作家であるDikayl 
RimmaschとDerek Miltonが制作し
た作品も公開される。
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